








































































































比較対象プラント選定の詳細（SA 条文） 

 

【４５条：高圧時冷却】 

項目 内容 

基準適合に係る設計を 

反映するために 

比較するプラント 

プラント名 大飯３／４号炉 

具体的理由 

当該条文における重大事故等への対応に用いる蒸気発生器２次側による炉心冷却手段等に

ついては、ＢＷＲには存在しない２次系設備を用いるＰＷＲ固有のプラント設計に基づくも

のであり、機能喪失を想定する設計基準事故対処設備及び重大事故等への対応設備・手段が

ＢＷＲとは大きく異なるため、ＰＷＲプラントとしての基準への適合性を網羅的に比較する

観点から大飯３／４号炉を選定する。 

先行審査知見を 

反映するために 

比較するプラント 

プラント名 女川２号炉 

反映すべき知見を 

得るための主な方法 

① 比較表による比較：比較表に掲載し、先行審査知見（基準適合上で考慮すべき事項、記載

内容の充実を図るべき点）の比較・整理を行い、その結果、必要な内容が記載されている

ことを確認した。ただし、BWR 固有の設備や対応手段については，ＰＷＲプラントとして

の基準への適合性を網羅的に比較する観点から大飯３／４号炉と比較する。 

② 資料構成の比較※：当該条文のまとめ資料の構成について比較・整理を行い、その結果、

必要と判断した資料を追加する。 

［事例］添付資料（全て）、補足説明資料（単線結線図など） 

（当該方法の選定理由） 

① 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備及び重大事故等への対応設備・手段が大きく

異なるため、資料の記載内容も異なるが、資料構成の比較・整理により基準適合の説明

のために必要な資料の充足性を確認することが可能なため。 

※ 女川２号炉との資料構成の比較に加え、ＰＷＲの先行審査実績の取り込みの総括として、大飯３／４号炉のまとめ資料の作成状況（資料構成と内容）

を条文・審査項目毎に確認し、基準適合性の網羅的な説明に必要な資料が揃っていることを確認する。 

 

  



作成状況整理表

45条 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇

3.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備 2.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備 ×→〇 ×→〇

女川まとめ資料を構成する資料の比較にて抽出したものであり、基準適合に関

する説明の観点から資料を追加作成する。

ただし，炉型の違いにより対応手段が大きく異なるため目次のみの比較とす

る。

補足説明資料 補足説明資料 45条

45-1 SA設備基準適合性一覧表 45-1 SA 設備基準適合性一覧表 △→〇 ×→〇

45-2 単線結線図 45-6 単線結線図 △→〇 ×→〇

45-3 配置図 45-2 配置図 △→〇 ×→〇

45-4 系統図 45-4 系統図 △→〇 ×→〇

45-5 試験及び検査 45-3 試験・検査説明資料 △→〇 ×→〇

45-6 容量設定根拠 45-5 容量設定根拠 △→〇 ×→〇

45-7 高圧代替注水系について × ×
高圧代替注水系を設けていないため

作成不要。
まとめ資料を作成していない

45-8 その他設備 45-9 その他設備 ×→〇 ×
技術的能力1.2に記載している内容に相当するが，最新審査知見の反映の観点か

ら資料を追加作成する。

技術的能力審査基準への適合のための設備，自主対策設備は，女川２号炉と対

応設備・手段が大きく異なる。また大飯３／４号炉は作成していない資料であ

ることから比較表は作成しない。

45-9 RCIC蒸気加減弁（HO弁）に関する説明書 45-7 現場での人力によるタービン動補助給水ポンプの起動 〇 ×→〇
タービン動補助給水ポンプの現場起動についてはPWR固有の設計に基づくもの

であり，PWRプラントとしての基準への適合性を網羅的に比較する観点から大

飯３／４号炉との比較表を作成することとする。

 45-6 SA バウンダリ系統図（参考） 〇→× ×

新たに作成する添付資料及び系統図

にて確認可能となることから削除す

る。

新たに作成する添付資料及び系統図にて確認可能となることから削除するた

め。

45-8 蒸気発生器2 次側への給水時の水源の選定及び海水注入時の影響評価 〇 ×→〇
蒸気発生器２次側への給水についてはPWR固有の設計に基づくものであり，

PWRプラントとしての基準への適合性を網羅的に比較する観点から大飯３／４

号炉との比較表を作成することとする。

泊3号炉における重大事故等への対応に用いる蒸気発生器２次側による炉心冷却

手段の活用による対応等についてはPWR固有の設計に基づくものであり，女川2

号炉とは機能喪失を想定する設計基準事故対処設備及び重大事故等への対応設

備・手段が大きく異なるため，PWRプラントとしての基準への適合性を網羅的

に比較する観点から大飯３／４号炉との比較表を作成することとする。

比較表を作成していない理由

添付資料

プラント 泊３号炉 作成状況 まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由女川 泊

まとめ資料の作成を不要とした理由



４４条～５８条、その他（１次冷却設備等）

本文 補足説明資料添付資料

※（）書きは泊と女川で資料名が異なる場合の女川の資料名称
破線の四角は泊になく、女川にしかない資料

資料構成 資料概要 比較表を作成していない理由

本文 設置変更許可申請書本文及び添付書類八に記
載する内容を記載した資料

添付資料 基準適合性を確認する上で必要となる個別設
備の設計方針をまとめた資料

補足説明
資料

配置図、試験・検査、系統図等を説明した資
料

泊３号炉 比較表の作成範囲

①

① 添付資料に関しては、泊では元々作成していなかったため
新規にまとめ資料を作成するが，炉型の違いにより対応
手段が大きく異なるため目次のみの比較とする。

② 泊3号炉における重大事故等への対応設備・手段がPWR固有
の設計に基づくものであって，女川2号炉と重大事故等への
対応設備・手段が大きく異なるため，PWRプラントとしての
基準への適合性を網羅的に比較する観点から大飯３／４号炉
との比較表を作成することとする。

泊3号作成範囲

女川2号作成範囲

比較表作成範囲

②


